
経済学部アドミッション・ポリシー 

 

【求める人材像】 

大阪大学のアドミッション・ポリシーを受け、経済学部は、経済学および経営学に関する知識を忍

耐強く習得し、自分の適性を発見して社会の多様な道に進み、それぞれの分野において将来大きな成

果をあげてくれる人材を求めます。具体的には、以下のような能力・資質を持った人材を求めていま

す。 

（１） 探求心：経済学および経営学に関する知識を習得する 

（２） 社会に対する関心：自分の適性を発見して社会の多様な道に進み、それぞれの分野において

将来大きな成果をあげる 

（３） 基礎学力（全般）：高等学校等で履修する国語、地理歴史、公民、理科、数学、外国語につい

ての基本的な知識及び理解度を持つ 

（４） 基礎学力（特定の分野）：特定の分野で高い能力を持つ 

 

【入学者選抜の基本方針】 

上記のような人材を受け入れ、また多様な学生を確保するため、総合的知識・能力をバランスよく

持った人材、専門的知識・能力に特に秀でた人材、探求心や主体性が特に優れた人材などを適切に評

価できるよう、国内の学生においては一般選抜と総合型選抜による入試を行います。また、学生の学

習環境としてグローバルな多様性を確保するため、私費外国人留学生特別入試、海外在住私費外国人

留学生特別入試を行います。 

 

【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】 

１．一般選抜においては、上記の求める資質・能力を、大学入学共通テストで（３）、個別学力検査で

（４）を中心に評価し、判定します。 

また、理科系志望も含む多様な人材を選抜するため、入学試験における評価の対象となる大学入

学共通テスト科目について多様な試験科目の選択を認め、高等学校において理数系科目を重点的

に学んできた人材についても個別試験への門戸を聞きます。さらに、総合的な能力を持つ人材だ

けでなく、特定の分野で高い能力を持つ人材を選抜するため、大学入学共通テストと個別試験の

総合判定において複数の科目配点方法を採用し、総合点の評価とともに、特定の科目における優

秀な成績を評価に入れます。 

２．総合型選抜においては、上記の求める資質・能力を、以下の方法を中心に評価し、判定します。

大学入学共通テストで（３）、面接で（１）～（４）、調査書で（１）、（２）、その他の提出書類で

（１）、（２）、（４）、英語資格で（３）・（４）を中心に評価し、判定します。 

 


